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セッションの進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　団委員研修所関東第22日期

	§１２
	安全対策と危機管理


第2日目　２０１9年４月２９日（月）1３３０～1５１５（１０５分）　　　　　　担当　　伊澤　清実　
	◎　目　標
　1.各隊プログラム活動に対する安全教育、安全対策、安全管理について理解する。
2.団運営における危機管理体制の構築と運用について理解する。
3.危機管理における保護者への対応、プレスへの対応について知る。
4.そなよつねに共済と賠償責任保険について知る。
◎　ねらい（ポイント）　
１．安全教育と安全対策、安全管理について理解させる。特にそれぞれの主務者を明確にする。 
２．各隊が実施する安全教育について団委員会として隊指導者を支援する必要性と方法を理解させる。 
３．各隊プログラムにおける安全対策への人的・物的な協力も隊運営への重要な支援であることを理解させる。 
４．安全教育と安全対策が効果的に実施されるように努めることが団委員会の任務であることを理解させる。 
５．危機管理にはスカウト保護者への対応のみならず、プレス等組織外への対応も含まれていることを知らせる。 
６．事故等への対応、各種保険、組織防衛の方法について理解させる。 
７．そなえよつねに共済と賠償責任保険については概要のみを知らせる。 

◎　所員の仕事（依頼事項）

　　　作業における助言や例示。方向がそれた場合の修正。

◎　準備品　
　　参加者：マイギヤバック（関係資料、参考図書、スキル道具）等　
　　担　当：・そなえよつねに共済・賠償責任保険　手引き
・ハンドアウト　事故対策図

	◎　セッションの展開
このセッション達成ポイントの整理（スタッフ用）　　
○　安全教育、対策、管理の定義を理解する　
○　危機管理の重要性
○　安全管理体制の構築
１　導　入（1５分）
（1） 安全について
(ア)団委員会の任務には危機管理（組織防衛、事故後の対応）、安全管理（安全教育の実施状況の把握、安全対策）の２つがある。

(イ)どちらも重要な責務であることを理解してほしい。

(ウ)いくら保険に入っていても事故は起こる。これらは分離して考える必要がある。
（2） 安全の確保について

大きく３つの目的があります。

①いかに事故に至らないように安全を管理するか

②事故が起きた時、どう対処すればよいのか

③スカウト活動中に不幸にも起こってしまった事故等に対して、直ちに対応策をとるための第一歩

これらの知識の修得は、隊や組の指導者や団委員が保護者の信頼を得てスカウティングを展開するための必須衣であり、共通に理解していなければならないことである。

（３）ゲーム

簡単なゲームを行い、このゲームで危険が考えられることはありましたか？

参加者に、意見を出してもらう。

「ちょっとしたゲームでも、これだけ危険が想定される。」

２　展　開１（3０分）
(1) 安全教育・・・隊指導者の責任において、スカウトに指導すること。スカウトの知識、技能の向上もこれに分類される。

(2) 安全対策・・・スカウトがプログラムに見合った知識、技能を持っていることを確認した上で、必要と思われる対策を立てること。夜間見回り、ハイキングポイントでの確認、緊急車両の準備など。

(3) 安全管理・・・安全教育、安全対策の的確性の判断とその運用状況の把握、必要書類等の作成他。

(4) 危機管理・・・不幸にして事故等が起こった場合の対応への備え。

1 賠償責任保険の加入

2 傷害・死亡保険等への加入

3 裁判所への備え

4 プレス対応

· 危機管理は組織防衛上極めて重要な観点である。

· 保険加入にあたっては、ボーイスカウト活動を理解している保険会社か、活動と保険内容及び補償が一致しているか、約款はどのようになっているかを確認すること。

· 保険は万能ではあない。

・保険は金銭的な面のみ法的な損害賠償責任の範囲のみ

・ケガをなかったことには戻せない、痛みを除くことはできない

・なくした命を取り戻すことはできない

・失った信頼を元に戻すことはできない

· 実施計画書を作成

· 連絡網・・・通常集会用、緊急（事故）時用連絡網の作成

· リスクマネジメント・・・未然に防ぐための対策

· 危機管理（狭義）・・・被害を最小限に抑えるための対策

３　展　開Ⅱ（５０分）

安全管理の視点による隊への支援
課題をグループで取り組ませることにより、団委員会が行うべき安全管理についての一例として理解させる。

· グループ作業

【課題】

「各隊活動（特に通常の活動場所以外へ出かける場合）の安全対策が確実に実施されるよう、団として共通の確認書類（様式）や手順を考えてください。」

· 発表と評価により理解を深める。
□グループ作業の注意事項の指示

１）役割分担（進行、記録、発表）

２）ディスカッションと記録―２０分　　グループ作業―３分

３）課題の条件設定

　　前月にBS隊の下見を計画し、実施

４）作業内容の説明

　・ボーイ隊がプログラム実施にあたり、団委員会が安全対策を確認できるような共通（他の隊でも使える）の書類を考えてください。また、その書類は誰が作り、どこに、いつまでに提出し、最終的な承認は誰がするかという手順を考えてください。
　　　５）作業をまとめるシートの配布
　　　６）グループ発表

　　　　　・各グループ３分

　　　７）モデル書式の説明

　　　　　下見計画書、下見報告書、安全対策計画書、個人健康調査票、事故発生受付簿

４　まとめ（１０分）

1 安全教育は隊指導者の責任において実施され、団委員会の責任において指導される。

2 安全対策は隊指導者と団委員会の共同責任において準備され実施される。

3 安全管理は団委員会の責任において実施される。

4 危機管理は団委員会の責任において実施される。

5 団委員会は組織防衛上、保護者への責任上保険加入の責任を負う。自団の加入している保険約款について明確に理解している責任がある。

6 賠償責任保険は成人指導者に明らかな非があるか、非を認めた場合に支払われる。隊指導者が罪に問われる場合があるので要注意。

7 死亡事故等の場合、報道対応が必要な場合がある。一歩間違えると組織壊滅の恐れがあるので、十分な注意が必要。
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